










































































































































































































































2 . 4 　到達目標の一部を実現するための教育改善モデル
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2 ．改善モデルの授業デザイン







2 . 2 　授業の仕組み






















⑤ 　 4 年間または 6 年間に亘る切れ目のない学修が可能となるよう，学
び直しや振り返りなどができるプラットフォームを構築し，ファシリ
テーターがネット上でフォローアップを行う。
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や振り返りが可能となり，継続して自ら学ぶ姿勢を身に付けられる。













































2 . 3 　授業にICTを活用したシナリオ
以下に，授業シナリオの一例を紹介する。
42
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3 . 2 　担当科目（数学関連）
現在，数学Ⅰ，Ⅱ（教養基礎科目）を担当している。私情協CCCMATH
でまとめた到達目標 1 および 2 に準拠した内容を盛り込んだ授業である。
全学生対象の選択科目であるが，平均履修者数約500名（250名× 2 クラ
ス）で主に 1 年生が多く，学科は経済・経営，スポーツ健康学科の履修者
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3 . 2  担 当 科 目 （ 数 学 関 連 ）  
現 在 ， 数 学 Ⅰ , Ⅱ （ 教 養 基 礎 科 目 ） を 担 当 し て い る 。 私 情 協 C C C M A T H
で ま と め た 到 達 目 標 １ お よ び ２ に 準 拠 し た 内 容 を 盛 り 込 ん だ 授 業 で あ る 。
全 学 生 対 象 の 選 択 科 目 で あ る が ， 平 均 履 修 者 数 約 5 0 0 名 （ 2 5 0 名 × 2 ク
ラ ス ） で 主 に 1 年 生 が 多 く ， 学 科 は 経 済 ・ 経 営 ， ス ポ ー ツ 健 康 学 科 の 履
修 者 が 比 較 的 多 い（ 表 １ 参 照 ）。履 修 す る 学 生 が 授 業 に 期 待 す る こ と か か
わ り 度 ， 数 学 力 な ど に ば ら つ き が あ る 。  
表 １  受 講 学 生 の 学 年 ・ 学 科 構 成 比 （ 2 0 1 5 年 統 計 ）  
 学 年  構 成 比  学 科  構 成 比  
4 年  1 5 %  経 済  2 6 %  
3 年  1 0 %  経 営  2 8 %  
2 年  1 7 %  そ の 他  4 6 %  








学年 構成比 学科 構成比
4 年 15% 経済 26%
3 年 10% 経営 28%
2 年 17% その他 46%
1 年 58%




























3 . 4 　到達目標 3の実現について
学士力に必要な教養数学教育，他の専門科目の基礎としての数学教育は，
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3 . 4  到 達 目 標 3 の 実 現 に つ い て  
 学 士 力 に 必 要 な 教 養 数 学 教 育 ， 他 の 専 門 科 目 の 基 礎 と し て の 数 学 教 育
は ， T B L の 精 度 向 上 の 実 施 に よ り ， 到 達 目 標 １ ， ２ を 実 現 す る 授 業 に な
る で あ ろ う 。 到 達 目 標 ３ を 実 現 す る 授 業 構 築 に は ， 学 士 課 程 に お け る 専
門 科 目 と 科 目 横 断 的 な 連 携 を ， あ る い は ， 社 会 （ 企 業 等 ） と の 連 携 を 実
現 す る た め の 仕 組 み が ， 今 後 必 要 だ と 考 え る 。  
 そ の 実 現 の た め に は ， 現 在 実 施 し て い る 学 部 横 断 型 共 通 科 目 と し て の
数 学 の 位 置 づ け に は 限 界 が あ る よ う に 考 え て い る 。  
4 .  ま と め  
 流 通 経 済 大 学 着 任 後 か ら 2 0 1 2 年 に 『 大 学 教 育 へ の 提 言 』 を ま と め る
ま で を 中 心 に 述 べ た 。 そ の 後 ， 2 0 1 3 年 に 日 本 学 術 会 議 か ら 『 大 学 教 育 分
野 別 質 保 証 の た め の 教 育 課 程 編 成 上 の 参 照 基 準 が 報 告 さ れ た（ [ 1 4 ] 参 照 ）。
C C C M A T H で 考 え て き た 内 容 に ぶ れ は な い と 思 う 。2 0 1 3 年 度 か ら は 実 際
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